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上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
は
、
平
成
16
年
の

開
催
か
ら
、
今
年
で
、
10
周
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
10
年
の
間
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
だ
れ
も
が
知
る
ま
つ
り
と
し
て
、
ま
た
、

市
外
、
県
外
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
ま
つ
り

と
し
て
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。
特
に
夜
桜

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
上
田
城
と
桜
を
幻
想
的

に
映
し
出
し
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
に
感
動
を
与

え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
夜
桜
見
物
も
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
イ
ベ
ン
ト
も
新
た
に
企
画
し
て
、
上
田

城
千
本
桜
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
千
本
桜
ま
つ
り
な
ど

に
出
演
し
、
上
田
を
応
援
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
が
上
田
城
に
集
結
し
、
夜
桜
と
上
田
城
を

テ
ー
マ
に
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
夜
桜
ス
ペ
シ
ャ

ル
ラ
イ
ブ
」を
開
催
し
、
震
災
の
復
興
を
支

援
し
ま
す
。

　

日
中
は
、「
10
周
年
記
念 

お
ふ
る
ま
い 

十
勇
士
鍋
」、「
春
の
信
州
上
田
う
ま
い
も
ん

大
集
合
! !
」、「
信
州
上
田
お
も
て
な
し
武
将

隊
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」、

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
野
外
ラ
イ
ブ
」な
ど
、
さ

ら
に
夜
間
に
は「
千
本
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」、

「
櫓や
ぐ
ら

門
へ
導
く
灯と
も
し
び火
の
景え

」、「
夜
桜
と
食
イ

ベ
ン
ト（
美お

味い

だ
れ
の
酒
場
）」、「
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
遊
芸
の
宴う
た
げ（
夜
の
部
）」な
ど
を
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

　

例
年
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
、「
上
田

城
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

隊
・
信
州
上
田
子
ど
も
十
勇
士
隊
甲

冑
試
着
体
験
」、「
第
９
回
桜
コ
ン
サ
ー
ト（
市

内
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
会
）」な
ど
、ま
た
、

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
千
本
桜
ま
つ
り

ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

◇
春
の
信
州
上
田

　

う
ま
い
も
ん
大
集
合
!! 

　

｢

上
田｣

や「
桜
」に
ち
な
ん
だ
上
田
な

ら
で
は
の「
食
」、「
上
田
の
う
ま
い
も

ん
」が
大
集
合
し
ま
す
。
地
元
で
し
か

味
わ
え
な
い
自
慢
の
味
覚
が
目
白
押
し

で
す
。
あ
な
た
も
上
田
の
う
ま
い
も
ん

通
に
な
れ
る
か
も
。

●
日
時　

４
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
・
20
日

㈯
・
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
芝
生
広
場

●
出
展
料
理　

信
州
地
ど
り
・
真
田
丸
、

美
味
だ
れ
焼
き
鳥
、ラ
ー
メ
ン
な
ど
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◇
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
野
外
ラ
イ
ブ

〜「
桜
」と「
上
田
城
」と
の
共
演
〜

　

桜
と
上
田
城
を
テ
ー
マ
に
、
話
題
性

の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
き
、
上
田

城
跡
公
園
芝
生
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

注
目
イ
ベ
ン
ト

今
年
で
10
周
年
〜
夜
の
イ
ベ
ン
ト
も
充
実
！
〜

●問い合わせ／信州上田まつり実行委員会（  観光課内）　TEL23･5408 2



◇夜桜と食イベント（美
お

味
い

だれの酒場）

　上田の名物として認
知度が高まってきた美
味だれ焼き鳥。夜桜を眺
めながら、屋台で美味だ
れ焼き鳥をぜひご賞味
ください。
日　時 　４月12日㈮～21㈰
 午後５時～８時（予定）
場　所 　上田城跡公園芝生広場

野
外
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
、
上
田
城
千
本

桜
ま
つ
り
を
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

●
日
時　

４
月
14
日
㈰
正
午
〜
午
後
３

時（
予
定
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
芝
生
広
場
特

設
ス
テ
ー
ジ

●
出
演　

こ
て
つ　

ほ
か　

※
詳
細
は
、
広
報
う
え
だ
４
月
１
日
号

に
掲
載
し
ま
す
。

◇
ま
つ
り
フ
ィ
ナ
ー
レ
・

　

上
田
城
太
鼓
ま
つ
り

　
〈
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
打
ち
手
集
結
〉

　

市
内
の
和
太
鼓
団
体
に
加
え
、
姉
妹

都
市
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
関
係
都
市
、

真
田
氏
ゆ
か
り
の
市
町
村
を
中
心
と
し

た
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム（
18
歳
以
下
）

に
よ
る
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
21
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分（
予
定
）※
小
雨
決
行

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
芝
生
広
場

　上田城千本桜まつり10周年を記念して、これまで、千本桜まつ
りなどに出演し、上田を応援いただいた皆さんが上田城に集結し、
夜桜と上田城をテーマに、夜桜スペシャルライブを開催します。
　出演予定者のほか、ユニット結成直後の平成21年春、上田城千
本桜まつりに初出演、以来、千本桜まつりとともに、着実に進化を
遂げ活動の場を広げてきたアコースティック・インストゥルメンタ
ル・ユニット「TSUKEMEN」からのメッセージも届く予定です。
　当日は、震災復興支援のため、会場に義援金箱を設置します。皆
さんのご協力をお願いします。
日　時 　４月14日（日）午後４時～７時（予定）
場　所 　上田市民会館（入場無料）
出演予定者 　ミニライブ／さくらゆき
　　　　　「声とピアノとアニメーションの三

ト

重
リ

奏
オ

」／佐久間レイ
（語り＆歌）、佐田詠

え

夢
む

（ピアノ）、宇
う

井
い

孝
たか

司
し

（映像演出）
　　　　　ミニライブ／三代目コロムビア・ローズ
　　　　　メッセージ／ TSUKEMEN（予定）
※詳細は、広報うえだ４月１日号に掲載します。

◇アーティスト夜桜スペシャルライブ
　～「夜桜」と「上田城」との共演～

ステージイベント「遊芸の宴」と「観光物産
展」は、夜の部も開催します。
日　時 　遊芸の宴／４月13日㈯
 　　　　　　午後６時30分～８時（予定）
 　観光物産展／４月12日㈮～21日㈰
 　　　　　　　午後８時まで

◇櫓門へ導く灯
ともし

火
び

の景
え

　LED灯火ライトで二の
丸橋入口、東虎口櫓門を、
幻想的で美しい灯火の景
で演出し千本桜まつりに
彩りを添えます。
日　時 　４月６日㈯・13日㈯・14日㈰・20日㈯日没

（午後６時30分頃）～午後９時30分（予定）
場　所 　上田城跡公園（二の丸橋、東虎口櫓門）

◇千本桜ライトアップ
　世界的照明デザイ
ナー・石井幹

もと

子
こ

氏のプロ
デュースによるライト
アップです。夜空に浮か
び上がる桜の幻想的な世
界をご堪

たん

能
のう

ください。
日　時 　４月５日㈮～21日㈰日没（午後６時30分

頃）～午後10時（開花状況により変更の
場合あり）

場　所 　上田城跡公園（二の丸橋、堀周辺、けや
き並木遊歩道、東

ひがし

虎
こ

口
ぐち

櫓
やぐら

門
もん

ほか）

10周年記念イベント

［出演者プロフィール］
三代目コロムビア・ローズ
平成21年、信州上田が舞台の「城下町ブルース」の
発売をきっかけに、「信州上田－歌と愛を紬

つむぐ

大使－」
に任命されました。
上田城千本桜まつりに
は、平成22年から３年連
続で出演。

三代目コロムビア・ローズ

さくらゆき

さくらゆき
歴史と音楽の融合が美しい歌姫、小栗さくらと遠野
ゆきのユニット。
「上田城千本桜まつり」「上田城けやき並木紅葉まつ
り」をはじめ、市内商店街イベントなどに数々出演
しています。

佐田詠夢

佐田詠夢（ピアノ）
一昨年、兄のバイオリニ
スト大陸とともに、イン
スト兄妹ユニット”Time”として上田城千本桜まつり
に初登場。また、昨年は、佐久間レイさんとともに、
「上田市立産婦人科病院」開院記念「母と子のための
プロムナードコンサート」に出演。

佐久間レイ（声優）
昨年４月に、「上田市立産婦人科病院」開院記念「母と子のた
めのプロムナードコンサート」に出演。主な出演作：それい
けアンパンマン（バタコさん）、魔女の宅急便（ジジ）など

佐久間レイ

3



４月５日㈮～21日㈰

◇元祖シャッターマン

　写真撮影のボランティアが、旅の思
い出の記念撮影をお手伝いします。
日　時 　４月５日㈮～21日㈰
場　所 　上田城跡公園

◇10周年記念
　おふるまい【十勇士鍋】
日　時 　４月５日㈮～21日㈰
 午前10時～午後４時
場　所 　上田城跡公園管理事務所前
※マイ箸・お椀の持参にご協力ください。

◇観光物産展

上田市民会館駐車場 　
　４月５日㈮～21日㈰
　午前10時～午後４時
上田城跡公園芝生広場（公園管理事務所前）

　４月５日㈮～21日㈰
　午前10時～午後８時
　（５日㈮～11日㈭は午後４時まで）

◇観光会館売店
　サテライトショップ
日　時 　４月５日㈮～21日㈰
 午前10時～午後４時
場　所 　上田城跡公園管理事務所前

14日㈰・20日㈯・21日㈰
 午前10時～午後３時
場　所 　上田城跡公園東

ひがし

虎
こ

口
ぐち

櫓門前

４月13日㈯

◇ステージイベント「遊芸の宴」

　地域の団体が舞台を披露します。
日　時 　４月13日㈯
 午前10時～午後６時（昼の部）
 午後６時30分～８時（夜の部）
場　所 　上田城跡公園芝生広場

４月14日㈰

◇第９回桜コンサート

　市内中学校吹奏楽部による演奏会です。
日　時 　４月14日㈰
 午前９時～11時（予定）
場　所 　上田城跡公園芝生広場

４月20日㈯

◇信州上田おもてなし武将隊
　「真田幸村と十勇士」
　ステージパフォーマンス
　信州上田おもてなし武将隊、北陸新
幹線沿線、東日本各地の武将隊が皆さ
んをおもてなしします。
日　時 　４月20日㈯
 正午～午後３時（予定）
場　所 　上田城跡公園芝生広場
 特設ステージ

おもてなし
イベント

●問い合わせ／信州上田まつり実行委員会（  観光課内）　TEL23･5408

◇臨時観光案内所

　公園内や市内の観光スポットの案
内、観光マップなどを配布します。
日　時 　４月５日㈮～21日㈰
 午前10時～午後４時
場　所 　上田市民会館駐車場
 特設テント

◇観光会館おもてなしコーナー
　赤ちゃんステーション
　授乳やおむつ替えもできます。
日　時 　４月５日㈮～21日㈰
 午前９時～午後８時
場　所 　観光会館２階

◇上田城千本桜俳句会

日　時 　４月５日㈮～21日㈰
場　所 　上田城跡公園内に投句箱、

市内公共施設に投句用紙設置

４月６日㈯・７日㈰・13日㈯
　　14日㈰・20日㈯・21日㈰

◇上田城甲冑隊
　信州上田子ども十勇士隊
　「甲冑試着体験」
　｢上田城甲

かっ

冑
ちゅう

隊｣｢信州上田子ども十
勇士隊｣が櫓

やぐら

門
もん

前に登場し、観光客や
市民の記念撮影に応じます。
日　時 　４月６日㈯・７日㈰・13日㈯・
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　今年度、財団法人自治総合センター所管の宝くじ助成金を受け製作中の真田十勇士モニュメントが街なかに完成します。
完成を記念し、モニュメントの除幕式と、十勇士を巡るスタンプラリーを開催します。
　大勢の皆さんの参加をお待ちしています。

①除幕式
日　時 　３月10日㈰午後１時～
場　所 　池波正太郎真田太平記館前

②記念スタンプラリー
日　時 　３月10日㈰午後２時～（受付午後１時30分～）
集合場所 　池波正太郎真田太平記館駐車場
　　　　　（原町平林堂書店横）
参加者特典 　
　・豚汁無料サービス（柳町／200名）
　・お汁粉無料サービス（原町／200名）
　・桜茶サービス（海野町高市神社／100名）
　・お守り贈呈（天神天満宮／100名）ほか
対　象 　どなたでも（参加費無料。申し込み不要）
定　員 　200名程度

３月23日㈯～５月26日㈰

◇池波正太郎生誕90年・開館15周年記念特別企画展
　「真田幸村の遺

の こ

したもの」
日　時 　３月23日㈯～５月26日㈰
 午前10時～午後６時
　　　　　（入館は午後５時30分まで）
場　所 　池波正太郎真田太平記館
　池波正太郎真田太平記館　TEL28・7100

４月５日㈮～５月６日（月・振休）

◇市立博物館・春の企画展
　「明治・大正期の上田城跡
　～平成24年度発掘調査速報展～」
日　時 　４月５日㈮～５月６日（月・振休）

午前８時30分～午後５時
　　　　　（入館は午後４時30分まで）
　　　　　※期間中の金・土曜日は午後８時ま

で（入場は午後７時30分まで）
場　所 　上田城櫓門２階
　市立博物館　TEL22・1274

◇千本桜まつりスイーツフェア
　「さくら」をイメージしたオリジナルス
イーツが大集合!!期間限定のスイーツです。
日　時 　４月５日㈮～５月６日（月・振休）

午前10時～午後４時
場　所 　観光会館１階売店

上田市公認キャラクター　「真田十勇士」

完成除幕式と完成記念スタンプラリー

関連イベント

由
利
鎌
之
助 三

好
清
海
入
道

霧
隠
才
蔵

弥
津
甚
八

海
野
六
郎

三
好
伊
三
入
道

望
月
六
郎

猿
飛
佐
助

筧　

十
蔵

穴
山
小
助

このイラストは、中心市街地活性化のためにアールマム代表森田さんが
デザインしたものです。

　  商工課　TEL23・5395

◇プレ・第四回
　全国つるし飾りまつりin別所温泉
　上田「つり
雛
びな

」、酒田「傘
かさ

福
ふく

」、稲取「雛
ひな

のつるし飾
り」、柳川「さ
げもん」など
の「つるし飾
り」を、別所
温泉各所に展
示します。
日　時 　４月５日㈮～５月６日（月・振休）

午前10時～午後９時30分（あい
そめの湯）、午前10時～午後３
時（別所温泉駅他）

場　所 　あいそめの湯、別所温泉駅、
 その他旅館
　別所温泉観光協会　TEL38・3510

４月５日㈮～21日㈰

◇猿まわしショー
　「反省！」でおなじみの太郎次郎一門の弟
子より「やすしひろし」が登場します。
日　時 　４月５日㈮～21日㈰
 午前10時～午後４時
場　所 　上田市民会館駐車場

４月６日㈯～５月５日（日・祝）

◇丸山邸「木
き

屋
や

平
ひら

」企画展
　柳沢京子切り絵・丸山家の五月飾りの展示
日　時 　４月６日㈯～５月５日（日・祝）

の土日祝日、午前10時～午後
４時

場　所 　丸山邸「木屋平」、平八郎茶屋
　NPO法人信州上田文化デザイン研究
　　会（久保）　TEL090・4833・0658

４月13日㈯～21日㈰

◇季節のつるし飾りと人形展
日　時 　４月13日㈯～21日㈰
 午前10時～午後４時
場　所 　蚕都上田館
　上田さくら会（下谷）　TEL24・2415

４月14日㈰

◇2013さくら吟
ぎ ん

行
こ う

会
日　時 　４月14日㈰午前10時30分～
場　所 　上田市民会館事務棟
投句料 　1,000円
　俳人加

か

舎
や

白
しら

雄
お

顕彰保存会事務局（海野）
　　TEL36・4017

◇みこし奉納
　上田神輿協議会によるみこしの奉納。
日　時 　４月14日㈰正午～（宮出し）
場　所 　招

しょう

魂
こん

社～真田神社
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平
成
26
年
秋
に
予
定
し
て
い

る
交
流
・
文
化
施
設
の
開
館
に

向
け
、
文
化
・
芸
術
が
私
た
ち

の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ

く
か
、
そ
の
影
響
力
が
ま
ち
づ

く
り
に
ど
の
よ
う
に
活い

か
さ
れ

て
い
く
か
に
つ
い
て
考
え
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
施
設
建
設
へ
の

夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、「
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く

り
の
集
い
」を
開
催
し
ま
す
。

　

第
１
回
の
今
回
は
、
文
化
・

芸
術
を
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
ア
イ

デ
ィ
ア
や
、
伝
統
文
化
や
地
域

に
根
差
し
た
文
化
を
守
り
継
承

し
て
い
く
こ
と
の
意
義
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
対
談
と
、
江
戸

時
代
か
ら
磨
き
上
げ
ら
れ
、
優

れ
た
話
芸
で
老
若
男
女
か
ら
広

く
愛
さ
れ
て
い
る
落
語
の
公
演

を
実
施
し
ま
す
。

〜
交
流
・
文
化
施
設
へ
の
期
待
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
〜

Vol.1

文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
の
集
い

立川談春氏
東京都出身
昭和59年 立川談志に入門
昭和63年 二つ目昇進
平成９年 真打ち昇進
平成15年 14年度国立演芸場花形演芸会

金賞受賞
 14年度彩の国拾年百日亭若手

落語家シリーズ大賞受賞
平成16年 15年度国立演芸場花形演芸会

大賞受賞
平成20年 第24回講談社エッセイ賞受賞

立川談慶氏
長野県上田市（旧丸子町）出身
昭和63年 ㈱ワコールへ入社
平成３年 同社を退社
平成３年 立川談志18番目の弟子として
 入門
 前座名「立川ワコール」
平成12年 二つ目昇進
 談志により「立川談慶」と命名
 される
平成17年 真打ち昇進
平成22・23年　佐久市コスモホール館長
平成24年 BSイマジカ番組審議委員

第
１
部
対
談「
文
化
・
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

立
川
談だ
ん

春し
ゅ
ん

氏
、
立
川
談だ
ん

慶け
い

氏
、
母
袋
創
一
市
長

第
２
部
落
語
会（
立
川
談
春
・
立
川
談
慶
）

日　時 　３月22日㈮午後６時30分～（開場５時30分）　　
場　所 　上田市民会館
内　容 　第１部　対談「文化・芸術によるまちづくり」
 　　　　　　立川談春氏、立川談慶氏、母袋創一市長
 第２部　落語会（立川談春・立川談慶）
入場料 　無料
申込定員 　1,300名（応募多数時は抽選）

交
流
・
文
化
施
設
建
設
室
内

「
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」宛

3 8 6 - 8 6 0 1往
信

〈返信はがき裏〉

※何も記入しないでください。
　抽選結果などを印刷し送付
　します。

①郵便番号
②住所
③氏名

-返
信

〈往信はがき裏〉

①郵便番号
②住所
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤希望枚数
　・４枚まで
　・うち託児希望の方は人
　　数を記入してください。

［申込方法など］
観覧申込 　観覧は無料ですが、入場整理券が必要です。
　　　　　郵便往復はがきに次の事項を明記のうえ、お申し込みください。
　　　　　〈往信はがき表〉
 　〒386-8601　交流・文化施設建設室内
　　　　　　「文化の薫るまちづくり実行委員会」宛
　　　　　〈往信はがき裏〉
 　①郵便番号、②住所、③氏名（ふりがな）、④電話番号、
　　　　　　⑤希望枚数（４枚まで。うち託児希望の方は人数を記入）
　　　　　〈返信はがき表〉　①郵便番号、②住所、③氏名
　　　　　〈返信はがき裏〉　何も記入しないでください。
申込期限 　３月15日㈮必着
その他 　・申し込みの結果は返信はがきで通知します。当日は、この

「往復はがきの返信」をお持ちください。
　　　　　・落語会への未就学児の入場はできませんが、託児室を用意

しますのでご利用ください。
　　　　　・定員に余裕がある場合は、当日入場券を配布します。
　　　　　・会場内での飲食、写真撮影、ビデオ撮影はご遠慮ください。
　文化の薫るまちづくり実行委員会
　　（  交流・文化施設建設室）　TEL23・5219
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　　　情報ピックアップ
tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センターtel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

開催期間 　３月30日㈯～４月21日㈰（開花状況により期間が変更となる場合があります）
開催時間 　午前10時～午後４時（期間中無休）　　 場　所 　信州国際音楽村すいせん畑周辺
内　容 　すいせんの切花や球根の販売、お茶サービス。土日には、甘酒のおもてなし、有料ですいせんの摘み取りや草木染

の体験などもできます。
 開花の状況やイベントの開催日程などは、信州国際音楽村に問い合わせいただくか、信州国際音楽村ホームページ

をご覧ください。
◇ボランティア募集
　音楽村すいせん祭りのボランティアスタッフを募集します。270度のパノラマが広がる信州国際音楽村で色鮮やかな黄色い
すいせんに囲まれて活動してみませんか。
日　時 　３月30日㈯～４月21日㈰午前10時～午後４時の任意の時間　　 場　所 　信州国際音楽村すいせん畑周辺
内　容 　会場内での来場者への案内およびイベント補助　　 申し込み 　電話で信州国際音楽村へ。
　㈶信州国際音楽村　TEL42・3436

音楽村すいせん祭り2013
10万本のすいせんが彩るお知

らせ
　早春の風物詩音楽村すいせん祭りでは、10万本の黄色いすいせんが皆様をお待ちしています。期間中は、土日を中
心に様々なイベントを開催します。

主な特典 　・県内約1,000施設でのお得な割引・優待、おもてなしが受けられます。
 　（例：宿泊料金割引、りんごジュースプレゼント、デザートサービスなど）
 ・美術館・博物館、観光施設の各種優待券がもらえます。
 ・特典が受けられる施設ガイドとオリジナルクリアファイルが届きます。
入会資格 　長野県に興味、関心のある方なら、どなたでも入会できます。
年会費 　正会員1,000円（税込）
 ファミリー会員500円（税込）　※正会員１名につき、同居家族４名まで入会可能。
入会方法 　観光課、上小地方事務所に設置の申込書により郵便局で会費を払い込むか、楽園信州ホームページの専用フォーム

で入会（ホームページからの入会はクレジットカード決済のみ）
申込期日 　随時　※会員証の有効期限は会費納入日から１年後の同月末日となります。会員証の提示で受けられる特典の開始

は、４月１日からです。
　㈳信州・長野県観光協会楽園信州ファンクラブ事務局　TEL0263・26・7215

楽園信州ファンクラブ会員募集
もっと信州を楽しみませんかお知

らせ
　楽園信州ファンクラブは、県内各地のおもてなしスポットで、お得な特典が受けられる有料
の会員制度です。ご家族やご親戚と一緒に入会し、皆さんでもっと信州を楽しみませんか。

桜セット

池波正太郎生誕90年･開館15周年記念
特別企画展「真田幸村の遺

のこ

したもの」催
し

　真田幸村が最後に着用していた兜
かぶと
など新資料を展示します。

日　時 　３月23日㈯～５月26日㈰（兜・采
さい

配
はい

などの展示は５月13日㈪まで）
 午前10時～午後６時（入館は５時30分まで）
休館日 　水曜日（ただし、４月４日㈭～５月６日（月・振休）の間は無休）
入館料 　一般300円（市内高校生以下無料）
 団体・障がい者割引あり
喫茶特別企画 　上田城千本桜まつり特別メニュー（期間中のみ）
 　　桜セット500円
　池波正太郎真田太平記館　TEL28・7100

六十二間
けん

小
こ

星
ぼし

兜
かぶと

  伝真田幸村所用
（個人蔵）
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ア･ラ･カルト
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

情報

Information A La Carte

お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

宝
く
じ
助
成
金
で

整
備
し
ま
し
た

◇
泉
町
自
治
会

　

公
益
財
団

法
人
長
野

県
市
町
村
振

興
協
会
所
管

の
宝
く
じ
助

成
金
を
受
け

て
、
泉
町
自

治
会
で
は
災

害
時
の
応
急

対
応
や
避
難
所
運
営
に
必
要
な
備
品
整
備

を
目
的
に
、
テ
ン
ト
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、

発
電
機
、
非
常
用
ラ
イ
ト
、
備
品
庫
な
ど

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
災
害
時
に
備
品
を
活
用
し
迅

速
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
訓
練
な
ど
を
実

施
し
な
が
ら
、
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

　

危
機
管
理
防
災
課

　
　

TEL
21
・
０
１
２
３

◇
石
神
自
治
会

　

石
神
自
治

会
で
は
、
財

団
法
人
自
治

総
合
セ
ン

タ
ー
所
管
の

宝
く
じ
助
成

金
を
受
け
、

神か
ぐ

楽ら

用
具
の

整
備
を
行
い

ま
し
た
。
同
自
治
会
で
は
、
こ
れ
ら
を
活

用
し
な
が
ら
伝
承
に
励
み
、
地
域
の
伝
統

文
化
の
保
存
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

◇
大
手
町
自
治
会

　

大
手
町
自

治
会
で
は
、

財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン

タ
ー
所
管
の

宝
く
じ
の
助

成
金
を
受
け

て
、
夏
祭
用

の
袢は
ん

て
ん
や
提ち
ょ
う

灯ち
ん

を
新
調
し
ま
し
た
。
揃

い
の
袢
て
ん
を
着
て
、祇
園
祭
に
参
加
し
、

自
治
会
内
の
連
帯
感
の
醸
成
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
参
加
・
協
働
推
進
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
３
５
４
）

人
工
透
析
の
た
め
の

通
院
費
助
成
制
度

　

じ
ん
臓
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
、
人
工

透
析
の
た
め
に
通
院
す
る
交
通
費
を
一
部

助
成
し
ま
す
。

●
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

①
市
内
在
住
で
、
人
工
透
析
を
受
け
て

い
る
方
、
②
片
道
２
㎞
以
上
の
距
離
を

通
院
し
て
い
る
方
、
③
市
税
に
滞
納
が

な
い
方

●
対
象
期
間　

平
成
24
年
10
月
〜
平
成
25

年
３
月

●
申
請
方
法　

必
要
書
類
を
渡
し
ま
す
の

で
、
３
月
15
日
㈮
ま
で
に
福
祉
課
、
ま

た
は
丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い（
郵
送
可
）。

　

福
祉
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
５
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
で

施
設
を
整
備
し
ま
し
た

　

発
電
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
に
交
付

さ
れ
る「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
」を

活
用
し
、
次
の
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

◇
丸
子
地
域

　

安
定
的
に
農
業
用
水
を
供
給
す
る
た

め
、
松
葉
地
区
の
農
業
用
水
排
水
路
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

◇
真
田
地
域

　

安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
供
給
に
向
け
、

大
庭
地
区
の
配
水
管
布
設
工
事
を
行
い
ま

し
た
。

　

地
域
振
興
課　

TEL
42
・
１
０
１
１

　
　

地
域
振
興
課　

TEL
72
・
２
２
０
２

北
条
庵（
塩
田
の
館
内
）

再
開
の
お
知
ら
せ

　

塩
田
の
館や
か
た

内
の
手
打
そ
ば
の
食
事
処

「
北
条
庵
」が
、
３
月
１
日
㈮
か
ら
営
業
再

開
し
ま
す
。
３
月
中
は
粗
品
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

塩
田
の
館　

TEL
38
・
１
２
５
１

家
畜
の
頭
数
な
ど
は

報
告
が
必
要
で
す

　

に
わ
と
り
や
牛
な
ど
の
家
畜
を
飼
わ
れ

て
い
る
方
は
、
毎
年
、
家
畜
の
種
類
や
頭

羽
数
な
ど
を
県
へ
報
告
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

飼
育
さ
れ
て
い
て
家
畜
保
健
衛
生
所
か

ら
通
知
の
な
か
っ
た
方
は
、
佐
久
家
畜
保

健
衛
生
所
上
小
支
所
へ
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

お
知
ら
せ

今
月
の
表
紙

　１月26・27日、薮
やぶ

合
あい

地区児童会
で道祖神祭りが行われ、約20人の
児童と保護者が集まりました。
　道祖神祭りで地区内を曳

ひ

く船、
道筋に置く灯

とう

籠
ろう

、各戸に配るお札
ふだ

はすべて親子で手作りです。灯籠
作りは、高学年と低学年の男子児
童がペアになり担当。木枠に障子
紙を貼った後、今年の干

え

支
と

など、
自由に筆で文字や絵を描き、個性
ある灯籠ができあがりました。
　最近は児童数も減り、手作りの
道祖神行事を行うことが大変に
なってきていますが、いつまでも
伝統の灯

ひ

を受け継いでいってほし
いものです。

道祖神祭り
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

お
知
ら
せ

●
対
象　

牛
・
馬
・
鹿
・
め
ん
羊
・
ヤ
ギ
・

豚
・
イ
ノ
シ
シ
・
に
わ
と
り
・
あ
ひ
る

（
合
鴨
）・
う
ず
ら
・
き
じ
・
ダ
チ
ョ
ウ
・

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥
の
飼
育（
所
有
）

者
、
ま
た
は
管
理
者

　

佐
久
家
畜
保
健
衛
生
所
上
小
支
所

　
　

TEL
23
・
１
６
３
０

敷
金
返
還
、
原
状
回
復
な
ど
の

無
料
相
談

　

賃
貸
住
宅
引
越
し
時
の
敷
金
の
返
還
、

老
朽
化
し
た
設
備
の
補
修
費
用
な
ど
の
悩

み
ご
と
を
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
12
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
申
し
込
み　

不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
行
政
書
士
会

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
４
・
１
３
０
０

腐
葉
土
・
剪
定
枝
堆
肥
の

生
産
な
ど
を
自
粛
く
だ
さ
い

　

平
成
23
年
3
月
に
発
生
し
た
福
島
第
一

原
発
事
故
に
よ
り
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に

汚
染
さ
れ
た
腐
葉
土
、
剪せ
ん

定て
い

枝し

堆
肥
が
流

通
・
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
農
林

水
産
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
長
野
県
を

含
む
17
都
県
で
収
集
さ
れ
る
落
葉
や
剪
定

枝
を
原
料
と
し
た
腐
葉
土
や
堆
肥
の
新
た

な
生
産
・
出
荷
お
よ
び
使
用
は
自
粛
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
堆
肥
製
造

業
者
に
限
り
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
、
新
た
に
生
産
・
出
荷
す
る
こ
と
が
避

け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
検
査
方
法
を
国

と
協
議
し
、
製
品
を
検
査
し
、
暫
定
許
容

値（
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
４
０
０
Bq
／
㎏
）以

内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

上
小
地
方
事
務
所
農
政
課

　
　

TEL
25
・
７
１
２
７

重
度
心
身
障
が
い
者
の

タ
ク
シ
ー
利
用
料
を
助
成

●
対
象　

次
の
①
〜
⑤
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
。

①
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
療
育
手
帳
Ａ
１
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
下
肢
、
ま
た
は
体

幹
機
能
、ま
た
は
視
覚
障
が
い
の
１
・
２

級
の
方

③
世
帯
全
員
の
平
成
23
年
分
所
得
税
額
の

合
計
が
２
万
１
０
０
０
円
以
下
の
方

④
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
な
い
方

⑤
市
税
に
滞
納
が
な
い
方

●
利
用
回
数　

最
大
で
年
24
回（
4
月
ま

で
に
申
請
し
た
場
合
）

●
申
し
込
み　

問
い
合
わ
せ
窓
口
に
あ

る
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
健
康
福
祉
課
へ
提
出
く
だ
さ
い

（
平
成
24
年
度
受
給
者
に
は
、
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
）。

※
４
月
か
ら
の
助
成
を
利
用
す
る
方
は
３

月
18
日
㈪
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い
。

福
祉
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
５
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

貯
水
槽
水
道
な
ど
の

届
出
先
が
変
わ
り
ま
す

　

マ
ン
シ
ョ
ン
、
病
院
、
ホ
テ
ル
な
ど

に
設
置
さ
れ
て
い
る
貯
水
槽（
簡
易
専

用
水
道
お
よ
び
準
簡
易
専
用
水
道
）や
、

１
０
０
人
以
下
に
水
を
供
給
し
て
い
る
施

設（
飲
料
水
供
給
施
設
お
よ
び
簡
易
給
水

施
設
）に
つ
い
て
、
新
設
、
構
造
・
管
理

者
の
変
更
な
ど
の
届
出
は
、
こ
れ
ま
で
上

小
地
方
事
務
所
環
境
課
で
受
け
付
け
て
い

ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
市
の
生
活
環
境

課
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

上
小
地
方
事
務
所
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
25
・
７
１
３
４

　
　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

　２月２日、谷口カシオ氏（パラナ州企画調整局長・写真左端）率
いるブラジル政策研修視察団（13名）が市長を訪問しました。視察
団は、１月27日から２月５日まで滞在し、現在パラナ州で進めら
れている都市開発において、日本の低炭素・省エネ技術を導入す
るための視察研修として訪れました。
　訪問団を代表して谷口さんは「繊維産業や、大学連携などを含
め、今回の訪問を契機に、今後交流を活発化させていきたい」と
述べ、市長は「上田では、長年ブラジル人が市内の企業で働いて
いる。ブラジルとのつながりは今後も大切にしていきたい」と、
今後の交流に期待を寄せていました。

２月に訪問した方の中から紹介します。
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ア･ラ･カルト
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

情報

Information A La Carte

催
し

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

地
図
を
片
手
に
地
域
の

歴
史
を
学
ぶ（
秋
和
編
）

　
「
西
部
・
塩
尻
地
域
歴
史
遺
産
マ
ッ
プ
」

を
片
手
に
歩
く「
ま
ち
歩
き
」の
第
４
弾

は
、
秋
和
地
域
を
歩
き
ま
す
。
ま
ち
歩
き

案
内
人
か
ら
、
こ
こ
で
し
か
聞
け
な
い
、

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
の
め
ず
ら
し

い
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

３
月
17
日
㈰
午
前
9
時
〜
11
時

30
分

●
集
合
場
所　

西
部
公
民
館

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
25
名

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

筆
記
具
、
雨
具
、
飲
料
水

●
申
し
込
み　

３
月
８
日
㈮
〜
３
月
15
日

㈮
に
、
電
話
ま
た
は
、
西
部
公
民
館
窓

口
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

絵
本
＆
ト
ー
ク
＆
音
楽

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

大
人
の
た
め
の
絵
本
ラ
イ
ブ
と
、
親
子

向
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
音
楽
と
ト
ー
ク

と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
交
え
て
開
催
し

ま
す
。

●
内
容
／
日
時　

大
人
の
た
め
の
絵
本
ラ

イ
ブ
／
３
月
23
日
㈯
午
後
６
時
〜（
開

場
５
時
30
分
）、
親
子
絵
本
コ
ン
サ
ー

ト
／
３
月
24
日
㈰
午
後
２
時
〜（
開
場

１
時
30
分
）

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村
ホ
ー
ル
こ
だ

ま
●
出
演　

歌
／
室
井
滋し
げ
る

氏（
女
優
）、
絵

本
／
長
谷
川
義よ
し

史ふ
み

氏（
絵
本
作
家
）、
サ

ク
ソ
フ
ォ
ン
／
岡
淳ま
こ
と

氏（
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
）、
ピ
ア
ノ
ほ
か
／
大
友
剛た
け
し

氏

（
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）

●
料
金　

大
人
の
た
め
の
絵
本
ラ
イ
ブ
／

当
日
３
５
０
０
円（
前
売
り
３
０
０
０

円
）、
親
子
絵
本
コ
ン
サ
ー
ト
／
当
日

１
５
０
０
円（
前
売
り
１
０
０
０
円
）

※
い
ず
れ
も
全
席
自
由
。
３
歳
以
上
は
チ

ケ
ッ
ト
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト　

信
州
国
際
音
楽
村
、
平
安

堂
上
田
・
上
田
し
お
だ
野
店
、
丸
子
文

化
会
館
ほ
か
で
販
売

　

㈶
信
州
国
際
音
楽
村

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６

　

室井滋氏

笑
い
ヨ
ガ
で
健
康

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

笑
い
ヨ
ガ
は
、
笑
い
の
体
操
と
ヨ
ガ
の

呼
吸
法
を
組
み
合
わ
せ
た
運
動
法
の
こ
と

で
す
。
笑
い
が
健
康
に
良
い
こ
と
は
、
医

学
的
な
見
地
か
ら
も
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
笑
う
こ
と
で
心
の
中
の
ス
ト
レ
ス
を

ス
ッ
キ
リ
解
消
し
、
体
の
免
疫
力
を
高

め
ま
し
ょ
う
。
よ
り
高
い
効
果
を
得
る
た

め
に
、
運
動
の
途
中
で
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
を

飲
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
す
る
時
間
も
設
け
ま

す
。

●
日
時　

３
月
22
日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

西
部
公
民
館

●
講
師　

佐
藤
志
穂
氏（
笑
い
ヨ
ガ
テ
ィ

チ
ャ
ー
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

受
講
料
１
０
０
円
、
ハ
ー
ブ

テ
ィ
代
50
円

●
持
ち
物　

汗
拭
き
タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

３
月
11
日
㈪
以
降
、
電
話

ま
た
は
、
西
部
公
民
館
窓
口
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

足
腰
を
治
し
て
健
康
寿
命
を

伸
ば
し
ま
し
ょ
う

　
「
ひ
ざ
が
痛
い
」「
腰
が
痛
い
」、で
も「
年

の
せ
い
だ
か
ら
仕
方
な
い
」と
あ
き
ら
め

て
い
ま
せ
ん
か
？
足
腰
な
ど
の
運
動
器
の

機
能
が
低
下
し
、
要
介
護
な
ど
に
な
る
危

険
が
高
い
状
態
を
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
い
い
ま
す
。
自
分
で
で
き
る
体

操
や
、
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
治

療
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
、
自
分
に
合
っ
た
予
防
や
治
療
法
を

見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

３
月
25
日
㈪
午
後
6
時
30
分
〜

8
時

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
5
階
ホ
ー
ル

●
講
師　

森
直な
お

哉や

氏（
信
州
上
田
医
療
セ

ン
タ
ー
整
形
外
科
・
リ
ウ
マ
チ
科
医
長
）

●
定
員　

先
着
60
名

●
申
し
込
み　

３
月
８
日
㈮
〜
15
日
㈮

に
、
電
話
で
上
田
商
工
会
議
所
へ
。

　

上
田
商
工
会
議
所

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

丸
子
公
民
館

み
ん
な
発
展
途
上
展

　

今
年
度
開
講
し
た
教
室
の
学
習
発
表
、

と
展
示
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

３
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
内
容

・
展
示
／
「
わ
れ
こ
そ
は
義
仲
な
り
」教

室
、「
文
化
財
・
お
宝
を
み
つ
け
よ
う
」

教
室

・「
講
師
に
よ
る
丸
子
の
木
曽
義
仲
の
概

説
」／
16
日
㈯
午
後
１
時
〜
、
午
後
３

時
〜
の
２
回
。
木
曽
義
仲
に
興
味
の
あ

る
方
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・「
専
門
家
に
よ
る　

あ
な
た
の
お
宝
拝

見
し
ま
す
」／
17
日
㈰
。
ご
家
庭
に
あ

る
陶
磁
器
・
古
書
籍
な
ど
の
お
宝
、
古

い
品
物
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
専

門
家
が
拝
見
し
、
保
存
方
法
な
ど
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す（
鑑
定
は
し
ま
せ

ん
）。

●
入
場
料　

無
料

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

春
休
み
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト

●
日
時　

３
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰　

午
前

10
時
〜
午
後
４
時

催
し
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

催
し

●
内
容　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
体
感

ゲ
ー
ム
・
工
作
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
分
解

教
室　

ほ
か

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

第
12
回

弥
生
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
「
日
本
の
道
百
選
」に
も
選
ば
れ
て
い
る

歴
史
あ
る
海
野
宿
の
町
並
み
を
満
喫
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

３
月
24
日
㈰
午
前
10
時
ス
タ
ー

ト（
9
時
30
分
受
付
開
始
、
9
時
40
分

開
会
式
）

●
集
合
場
所　

千
曲
川
市
民
緑
地（
上
堀

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
小
牧
橋
下
）

●
内
容　

歴
史
散
策（
海
野
宿
）コ
ー
ス
12

㎞（
天
候
状
況
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ

り
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

一
般
１
０
０
０
円
、
小
中
学

生
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
員
５
０
０
円

●
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
帽

子
、
タ
オ
ル
、
防
寒
具
な
ど

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
事
務
局
へ（
当
日
受
付
可
）。

　

上
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

（
上
田
ス
タ
ー
商
会
内　

大
井
）

　
　

TEL
75
・
０
１
８
９

せら知お

別所線３月16日改正ダイヤ（抜粋版）
上田電鉄（上り）
別所温泉 5：45 6：16 6：46 7：23 7：56 8：25 9：09 9：46 10：35 11：12 11：46 12：32 13：05 13：52
塩田町 5：53 6：24 6：54 7：31 8：04 8：32 9：16 9：54 10：42 11：20 11：53 12：40 13：13 14：00
下之郷 5：45 6：08 6：34 6：59 7：20 7：38 8：08 8：37 9：04 9：22 9：59 10：48 11：26 11：58 12：46 13：17 14：05
大学前 5：48 6：10 6：36 7：01 7：22 7：40 8：11 8：39 9：06 9：24 10：01 10：50 11：28 12：00 12：48 13：19 14：07
上田原 5：54 6：18 6：44 7：08 7：30 7：47 8：17 8：47 9：14 9：30 10：09 10：56 11：34 12：06 12：54 13：27 14：13
上田 6：02 6：26 6：52 7：16 7：38 7：56 8：25 8：54 9：21 9：39 10：16 11：04 11：42 12：14 13：02 13：34 14：21
別所温泉 14：26 15：04 15：41 16：11 16：41 17：11 17：40 18：09 18：38 19：07 19：37 20：09 20：39 21：14 21：51 22：28 23：01
塩田町 14：34 15：11 15：48 16：18 16：49 17：18 17：47 18：16 18：46 19：14 19：44 20：17 20：46 21：22 21：59 22：36 23：08
下之郷 14：40 15：17 15：36 15：54 16：24 16：54 17：23 17：52 18：21 18：50 19：19 19：50 20：22 20：51 21：28 22：04 22：42 23：13
大学前 14：41 15：19 15：38 15：56 16：26 16：56 17：26 17：55 18：23 18：53 19：21 19：52 20：24 20：53 21：29 22：06 22：44 23：15
上田原 14：48 15：25 15：46 16：03 16：33 17：03 17：32 18：02 18：30 18：59 19：28 19：59 20：30 20：59 21：36 22：13 22：50 23：22
上田 14：56 15：33 15：53 16：10 16：41 17：10 17：40 18：09 18：37 19：07 19：35 20：07 20：38 21：06 21：43 22：20 22：57 23：29
上田電鉄（下り）
上田 6：11 6：37 7：00 7：23 7：52 8：20 8：40 9：07 9：34 10：02 10：33 11：11 11：58 12：31 13：20 13：49 14：25
上田原 6：18 6：44 7：08 7：30 7：59 8：27 8：47 9：14 9：41 10：09 10：40 11：18 12：06 12：38 13：27 13：56 14：32
大学前 6：24 6：50 7：14 7：36 8：05 8：34 8：54 9：19 9：47 10：14 10：45 11：23 12：12 12：43 13：32 14：01 14：38
下之郷 5：58 6：28 6：59 7：16 7：38 8：08 8：37 8：56 9：22 9：49 10：17 10：48 11：26 12：14 12：46 13：35 14：05 14：40
塩田町 6：02 6：32 7：03 7：42 8：12 8：41 9：26 10：21 10：52 11：30 12：18 12：50 13：39 14：09 14：44
別所温泉 6：10 6：41 7：12 7：51 8：21 8：50 9：35 10：29 11：00 11：38 12：27 12：58 13：48 14：17 14：53
上田 15：02 15：39 16：05 16：37 17：05 17：34 18：03 18：32 19：01 19：30 20：03 20：34 20：51 21：13 21：50 22：27 23：14 23：45
上田原 15：09 15：46 16：13 16：44 17：13 17：42 18：11 18：40 19：09 19：38 20：10 20：41 20：59 21：20 21：57 22：34 23：22 23：52
大学前 15：14 15：52 16：19 16：50 17：19 17：48 18：18 18：46 19：15 19：44 20：16 20：46 21：04 21：25 22：02 22：39 23：27 23：57
下之郷 15：17 15：54 16：23 16：53 17：23 17：51 18：21 18：50 19：19 19：49 20：21 20：50 21：07 21：28 22：05 22：42 23：30 0：00
塩田町 15：21 15：58 16：27 16：58 17：27 17：56 18：25 18：54 19：23 19：53 20：26 20：55 21：32 22：09 22：46
別所温泉 15：29 16：07 16：36 17：06 17：35 18：04 18：34 19：03 19：32 20：02 20：34 21：03 21：41 22：18 22：55
※駅は主な駅を抜粋して掲載しています。時刻表は上田電鉄ホームページでもご覧いただけます。
　上田電鉄上田駅　TEL22･3612

しなの鉄道・上田電鉄別所線が３月16日にダイヤ改正します
しなの鉄道　　
　今回の改正ではJR新幹線、小海線、篠ノ井線との接続を改善
するとともに、しなの鉄道活性化協議会の取組として、軽井沢～
小諸間で上り、下り合わせて14本の増便運行を継続します。
　今回の改正から、２両編成列車を導入し、２両、３両、５両編
成の運転としました。また、戸倉～長野間でワンマン運転を開始
するため、しなの鉄道全線がワンマン運転区間となります。（朝夕
の列車など一部の列車には車掌が乗車します）
　改正後のダイヤは、しなの鉄道ホームページをご覧いただくか、
問い合わせください。
　しなの鉄道上田駅　TEL22･1400

別所線
　上田電鉄別所線ではJR新幹線、しなの鉄道
との接続を改善するため、ダイヤ改正を実施し
ます。改正による本数の増減はありません。地
域の財産、「別所線」をご利用ください。

しなの鉄道イメージキャラクター
「しな子さん」と「しなてつ君」

別所線存続支援キャラ
クター「北条まどか」
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東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ

つ
な
が
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
の
た

め
、「
第
7
回
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ

つ
な
が
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
収
益
の
一
部
は
、

被
災
地
の
学
校
再
建
資
金
と
し
て
寄
付
し

ま
す
。

●
日
時　

３
月
10
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

丸
子
総
合
体
育
館

●
内
容　

チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト（
手
作
り
雑
貨
、
リ
サ
イ
ク
ル
用
品
、

菓
子
、
カ
フ
ェ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ッ
ト

な
ど
）、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
被
災
地
の

製
作
グ
ッ
ズ
販
売
、
福
島
に
野
菜
＆
お

米
を
送
ろ
う（
ご
家
庭
に
あ
る
お
米
、

野
菜
を
イ
ベ
ン
ト
当
日
に
受
付
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
）

●
持
ち
物　

上
履
き
、
下
足
袋

　

つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
中
村
）

　
　

TEL
０
７
０
・
６
５
５
３
・
５
７
７
１

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ａ
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
３

　

16
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
流
行
し
た

歌
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
マ
ド
リ
ガ
ル
」。
今

回
は
、
多
彩
な
キ
ャ
ス
ト
に
よ
り「
マ
ド

リ
ガ
ル
コ
メ
デ
ィ
ー（
音
楽
喜
劇
）」を
上

演
し
、
現
代
の
信
州
上
田
で
マ
ド
リ
ガ
ル

が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

●
日
時　

３
月
20
日（
水
・
祝
）午
後
２
時

〜（
開
場
１
時
30
分
）

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村
ホ
ー
ル
こ
だ

　

ま
●
演
目　

脂
っ
こ
い
木
曜
日
、
晩ば
ん

餐さ
ん

前
夕

べ
の
小
宴（
Ａ
・
バ
ン
キ
エ
ー
リ
）ほ
か

●
内
容　

テ
ー
マ
は「
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル（
謝

肉
祭
）」。陽
気
な
恋
人
や
酔
っ
ぱ
ら
い
、

動
物
た
ち
が
登
場
し
、
に
ぎ
や
か
に
劇

を
盛
り
上
げ
ま
す
。
音
楽
で
つ
づ
ら
れ

る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
華
や
か
な
頃
の
お
祭

り
気
分
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
出
演　

彌み
ろ
く勒
忠
史
氏（
指
揮
、
構
成
、

カ
ウ
ン
タ
ー
・
テ
ナ
ー
）ほ
か

●
料
金　

一
般
２
０
０
０
円（
当
日
２
５

　

０
０
円
）、
高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
、

小
学
生
以
下
無
料（
全
席
自
由
）

●
チ
ケ
ッ
ト　

信
州
国
際
音
楽
村
、
平
安

堂
上
田
・
上
田
し
お
だ
野
店
、
丸
子
文

化
会
館
ほ
か
で
販
売

　

㈶
信
州
国
際
音
楽
村

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６

　
　

彌勒忠史氏

山
岳
講
演
会

　

県
内
の
里
山
を
歩
い
て
作
っ
た
地
図
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
そ
の
ア
ク
セ

ス
数
は
累
計
70
万
件
超
と
い
う
、
大
人
気

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
者
・
中
嶋
豊
さ
ん
の

講
演
会
で
す
。

●
日
時　

３
月
23
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

●
場
所　

西
部
公
民
館

●
講
演　
「
里
山
歩
き
の
魅
力
」中
嶋
豊
氏

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
信
州
山
歩
き
地
図
」

制
作
者
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

３
月
８
日
㈮
〜
21
日
㈭

に
、
電
話
ま
た
は
、
西
部
公
民
館
窓
口

へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

国
指
定
重
要
文
化
財

旧
常
田
館
製
糸
場
施
設
公
開

　

笠
原
工
業
㈱
の
繭ま
ゆ

倉
な
ど
７
棟
の
国
重

要
文
化
財
指
定
を
記
念
し
、
特
徴
あ
る
繭

倉
の
内
部（
一
部
）を
公
開
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
５
日
㈮
〜
21
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

●
場
所　

旧
常
田
館
製
糸
場
施
設

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

笠
原
工
業
㈱　

TEL
22
・
１
２
３
０

丸
子
図
書
館
お
は
な
し
会

　
「
エ
プ
ロ
ン
マ
マ
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

３
月
16
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
図
書
館

　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

講
座･

教
室

奈
良
時
代
を
学
ぶ
会

　

昨
年
度
に
引
き
続
き「
奈
良
時
代
を
学

ぶ
会
」の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
27
日
、
５
月
11
日
、
６
月

１
日
、
７
月
６
日
、
９
月
７
日
、
10
月

５
日
、
11
月
２
日
、
平
成
26
年
１
月
11

日
、
２
月
１
日
、
３
月
１
日
の
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　

信
濃
国
分
寺
資
料
館

●
内
容　

川
上
元つ
か
さ

氏（
大
妻
女
子
大
学
非

常
勤
講
師
）に
よ
る「
続し
ょ
く

日に

本ほ
ん

記ぎ

」の
講

義
と
、
職
員
に
よ
る「
藤
原
京
の
形
成
」

の
講
義
。

●
定
員　

先
着
50
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
10
回
分
・
資

料
代
含
）

●
持
ち
物　

テ
キ
ス
ト
と
し
て「
続
日
本

記　

五
」新
日
本
古
典
文
学
体
系
15（
岩

波
書
店
）、
お
よ
び「
藤
原
京
の
形
成
」

日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト（
山
川
出
版
社
）を

使
用
し
ま
す
の
で
、
各
自
で
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

３
月
10
日
㈰
〜
31
日
㈰

に
、
信
濃
国
分
寺
資
料
館
へ
。

　

信
濃
国
分
寺
資
料
館

　
　

TEL
27
・
８
７
０
６

催
し
／
講
座
・
教
室
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

お
知
ら
せ

せら知お

「臨時窓口」を開設します
　３月、４月は引越しや転勤などにより様々な手続きが必要になります。この時期に合わせて、月～金曜日の夜間や
土・日曜日にも手続きが可能な「臨時窓口」を開設します。どうぞご利用ください。

手 続 き の 内 容 持ち物（手続きにより異なります） 窓　　　口

・住民異動届の受付
・死亡届、出生届、婚姻届などの戸籍届
書の受付

・印鑑登録
・住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録
証明書など諸証明の交付

・葬祭費、出産育児一時金の支給申請
・国民健康保険証の交付
・児童手当の認定請求

・印鑑
・国民健康保険証、介護保険被保険者証
・市民カードまたは印鑑登録証
・住民基本台帳カード
・預貯金通帳（口座番号のわかるもの）／手当や
一時金の申請の場合

・児童手当認定請求の場合は健康保険証
・運転免許証など本人を証明する書類
・在留カードまたは特別永住者証明書（外国人住
民の方）

市民課
（市役所本庁舎１階）
市民生活課

（丸子地域自治センター）

・学校の指定に関する手続き（転校など）・印鑑
・市税などの納付
・口座振替手続き
・納税相談
・納税証明書の交付

・納税相談、納税証明書の交付／印鑑
・口座振替手続き／預貯金通帳（口座番号のわか
るもの）、届出印

収納管理課
（市役所本庁舎１階）
市民生活課

（丸子地域自治センター）
　

・国民健康保険に関する届出
・国民年金に関する届出
・後期高齢者医療に関する届出

・印鑑
・年金手帳（基礎年金番号通知書）
・年金証書
・国民健康保険証
・後期高齢者医療保険証
・社会保険資格取得（職場の保険証）・喪失証明
書

国保年金課
（市役所本庁舎１階）
市民生活課

（丸子地域自治センター）

・市営水道（※塩田・川西地区の一部を
除く）の開栓・閉栓に関する手続き
・上下水道使用料などの納付、口座振替
手続き

※県営水道（塩田・川西地区の一部）に関
する手続きは、㈱ジェネッツ（TEL29・
0810）へ問い合わせください。

・開栓手続き／開栓手数料1,000円
・閉栓手続き／電話でも受付けます。
・口座振替手続き／預貯金通帳（口座番号のわか
るもの）、届出印

サービス課
（市役所北庁舎１階）
上下水道課

（丸子地域自治センター）

場　　所 市役所本庁舎・北庁舎 丸子地域自治センター

期　　間 ３月21日㈭～４月３日㈬ ３月23日㈯・24日㈰・30日㈯・31日㈰

時　　間
月～金曜日／午前８時30分～午後７時
土・日曜日／午前８時30分～午後５時15分

午前８時30分～午後５時15分

担 当 課
（問い合わせ）

市民課　　　TEL23・5334　
学校教育課　TEL23・5101
収納管理課　TEL23・5117
国保年金課　TEL23・5118
サービス課　TEL22・1313

市民生活課
・住民異動届などの関係　TEL42･1052
・納税の関係　　　　　　TEL42･1028
上下水道課（業務係）　　TEL42・1128　
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精
神
障
が
い
者

家
族
教
室

●
日
時　

３
月
14
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
講
演　
「
家
族
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い

て
〜
家
族
Ｓ
Ｓ
Ｔ（
生
活
技
能
訓
練
）

〜
」高
原
優
美
子
氏（
長
野
大
学
社
会
福

祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
准
教
授
）

●
対
象　

精
神
障
が
い
者
の
家
族

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

　
　

TEL
25
・
２
０
０
０

防
災
講
座

　

上
田
市
は
、
自
然
災
害
の
発
生
が
少
な

く
暮
ら
し
や
す
い
地
域
で
す
が
、
周
り
を

山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
土
砂
災
害

が
起
こ
り
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。　

　

土
砂
災
害
は
、
大
雨
や
融
雪
、
地
震
な

ど
に
よ
り
発
生
し
ま
す
。
昨
年
7
月
の
九

州
北
部
豪
雨
で
は
、
大
規
模
な
土
石
流
や

地
滑
り
な
ど
の
土
砂
災
害
が
各
地
で
発
生

し
、
多
く
の
方
々
が
亡
く
な
る
な
ど
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
土

砂
災
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
発
生
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
り
、
土
砂
災
害
に
備
え

て
お
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
す
。
土
砂
災

害
に
詳
し
い
専
門
家
を
招
き
講
座
を
開
催

し
ま
す
。お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
22
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

城
南
公
民
館

●
講
演　
「
土
砂
災
害
を
回
避
し
、
賢
く

生
き
残
る
た
め
の
方
法
論
序
説
」平
松

晋
也
氏（
信
州
大
学
農
学
部
森
林
科
学

科
・
流
域
保
全
学
研
究
室
教
授
）

●
参
加
費　

無
料
。
申
し
込
み
不
要（
手

話
・
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
）

　

危
機
管
理
防
災
課

　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
21
・
０
１
２
３

　
　

城
南
公
民
館　

TEL
27
・
７
６
１
８

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
76
回
市
民
公
開
講
座

　

肺
が
ん
の
予
防
対
策
や
治
療
方
法
に
つ

い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
医
師
が
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
16
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

2
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　
「
肺
が
ん
に
つ
い
て
〜
な
ら
な

い
た
め
に
、
な
っ
た
と
き
に
〜
」

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

介
護
者
の
会

な
の
は
な

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
お
よ
び
情
報
交
換
の
場

と
し
て
、
介
護
者
の
会「
な
の
は
な
」を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
14
日
㈭
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

武
石
診
療
所
の
理
学
療
法
士
に

よ
る
介
護
教
室「
介
護
疲
れ
を
ほ
ぐ
し

ま
せ
ん
か
」〜
肩
こ
り
・
腰
痛
・
体
の

痛
み
解
消
法
〜
、
介
護
者
同
士
の
交
流

会
、
個
別
相
談（
希
望
者
）

●
対
象　

介
護
し
て
い
る
方
、
介
護
に
興

味
の
あ
る
方

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
高
齢
者
介
護
課
、

ま
た
は
丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
へ
。

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
０
０
９
２

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
４
７
０
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
１
１
９

恋
に
効
く
図
書
館
講
座

　

和
歌
を
往
復
し
、
想
い
を
伝
え
合
う
平

安
貴
族
の
恋
愛
や
生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど

「
源
氏
物
語
」の
世
界
を
通
じ
て
初
心
者
で

も
楽
し
く
学
べ
る
講
座
で
す
。

●
日
時　

①
３
月
13
日
㈬
、
②
同
月
19
日

㈫
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●
内
容　

①
豊
か
な
感
性
を
生
み
出
す
平

安
貴
族
の
生
活
ス
タ
イ
ル
、
②
歌
が
織

り
成
す
恋
模
様

●
場
所　

丸
子
図
書
館

●
講
師　

西
山
秀ひ
で

人と

氏（
上
田
女
子
短
期

大
学
総
合
文
化
学
科
教
授
）

●
参
加
費　

無
料

　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

種
か
ら
育
て
る

花
づ
く
り
講
習
会

　

種
か
ら
育
て
る
花
づ
く
り
の
基
本
編
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
26
日
㈫
午
前
９
時
30
分
〜

（
2
時
間
程
度
）

●
場
所　

市
民
会
館
２
階
大
会
議
室

●
内
容　

花
づ
く
り
の
基
礎（
気
温
、
土
、

肥
料
）、
花
の
特
徴
に
つ
い
て

●
講
師　

武
田
正
男
氏（
元
市
農
業
バ
イ

オ
セ
ン
タ
ー
所
長
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

３
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
公
園
緑
地
課
へ
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

試
験
対
策
講
座

●
日
時　

3
月
15
日
㈮
、
19
日
㈫
、
22
日

㈮
、
26
日
㈫
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30

分
●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
内
容　

Ｍ
Ｏ
Ｓ
試
験
の
概
要
／
書
式
設

定
／
数
式
や
関
数
／
グ
ラ
フ
／
デ
ー
タ

分
析　

な
ど

●
対
象　

Excel2010

で
資
格
取
得
を
目

指
すExcel

初
級
の
知
識
が
あ
る
方

講
座
・
教
室
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講
座
・
教
室

●
受
講
料　

３
０
０
０
円（
要
別
途
テ
キ

ス
ト
代
２
１
０
０
円
）

●
定
員　

先
着
20
名（
最
小
開
催
人
数
５

名
）

●
申
し
込
み　

３
月
８
日
㈮
以
降
、
電

話
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室

受
講
者
募
集

　

初
心
者
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
す
。

◇
レ
デ
ィ
ー
ス
・
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室（
春

期
）　

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
女
性

と
50
歳
以
上
の
男
性

●
日
時　

４
月
３
日
か
ら
の
水
曜
日
、
午

前
10
時
〜
正
午（
全
9
回
）※
最
終
回
の

み
火
曜
日

●
場
所　

塩
田
ゴ
ル
フ
場

●
受
講
料　

４
０
０
０
円（
別
途
、
要
練

習
場
代
）

●
定
員　

先
着
30
名

◇
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス（
前
期
）　

●
日
時　

４
月
９
日
か
ら
の
火
曜
日
、
午

後
７
時
〜
９
時（
全
8
回
）

●
場
所　

古
戦
場
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
受
講
料　

６
０
０
０
円

●
定
員　

先
着
60
名

◇
ス
ロ
ト
レ
と
ら
く
ら
く
体
操
で
体
力

ア
ッ
プ（
前
期
）　

●
日
時　

４
月
８
日
か
ら
の
月
曜
日
午
前

　

10
時
30
分
〜
正
午（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

●
定
員　

先
着
30
名

◇
か
ら
だ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
（
前
期
）

●
日
時　

４
月
９
日
か
ら
の
火
曜
日
、
午

後
1
時
30
分
〜
3
時（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

●
定
員　

先
着
20
名

◇
共
通
事
項　

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
男
女

（
ゴ
ル
フ
を
除
く
）

●
申
し
込
み　

3
月
7
日
㈭
〜
3
月
26
日

㈫
に
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
、
ま
た
は
上
田
城
跡
公
園
体
育

館
、
自
然
運
動
公
園
体
育
館
、
丸
子
総

合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
地
域
各
教
育

事
務
所
へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

春
休
み

プ
ロ
グ
ラ
ム
セ
ミ
ナ
ー

　

Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ　

３
Ｄ
Ｓ
の
ソ
フ

ト「
プ
チ
コ
ン
」を
使
っ
て
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の

ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

３
月
23
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー　

●
対
象　

小
学
４
年
〜
高
校
生

●
定
員　

20
名（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
講
師　

小
林
貴た
か

樹き

氏（
ス
マ
イ
ル
ブ
ー

ム
社
長
）

●
申
し
込
み　

3
月
18
日
㈪
ま
で
に
電

話
、
ま
た
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
学
校
・
学
年
を
明
記
し
て
Ｆ
Ａ

Ｘ（
39
・
１
０
１
０
）ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（info@
um
ic.jp

）で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

情
報
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
そ
の
他　

昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

３
Ｄ
Ｓ
、プ
チ
コ
ン
は
用
意
し
ま
す
が
、

持
ち
帰
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

上
小
山
び
こ
会
定
例
会

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
と
家
族
の
学
習

と
交
流
会
で
す
。
会
員
以
外
の
方
も
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
12
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー　

●
内
容　

当
事
者
・
家
族
の
体
験
発
表
と

懇
談
会

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

上
田
・
生
と
死
を
考
え
る
会

公
開
講
座

　

東
日
本
大
震
災
の
記
憶
が
、
ま
だ
生
々

し
い
中
、
今
後
ど
の
よ
う
な
希
望
を
抱
い

た
ら
よ
い
の
か
。
ま
た
、
予
測
さ
れ
る
地

震
な
ど
が
報
道
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
の
将

来
を
ど
の
よ
う
に
描
い
た
ら
よ
い
の
か
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

３
月
23
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
開
場
０
時
30
分
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
演　
「
大
震
災
2
年
後
の
今
〜
あ
な

た
は
ど
の
よ
う
な
希
望
を
描
い
て
い
ま

す
か
〜
」高
木
慶よ
し

子こ

氏（
上
智
大
学
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
所
長
、「
生
と
死
を

考
え
る
会
全
国
協
議
会
」会
長
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
し
込
み　

不
要

　

上
田
・
生
と
死
を
考
え
る
会（
小こ

高た
か

）

　
　

TEL
０
９
０
・
５
７
５
７
・
０
５
１
３

社
交
ダ
ン
ス
教
室

初
級
コ
ー
ス（
前
期
）

●
日
時　

４
月
10
日
〜
６
月
26
日
の
水
曜

日（
全
11
回
）午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
協
会
事

務
局
へ
。

　

上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
協
会
事
務

局（
五
味
）　

TEL
27
・
８
５
７
４
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託
児
付
き

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

　

新
米
マ
マ
が
知
り
た
い
こ
と
を
学
べ
る

育
児
講
座
で
す
。

●
日
時　

４
月
17
日
㈬
〜
12
月
４
日
㈬
の

毎
月
1
回
午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
全

９
回
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

初
回
の
受
講
日
に
講
座
で
学
び

た
い
内
容
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
決
め
ま
す
。

●
対
象　

５
か
月
〜
３
歳
未
満
児
と
そ
の

保
護
者

●
定
員　

親
子
30
組（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料（
材
料
費
な
ど
の
実
費

は
負
担
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
水
、
お
茶
、
交

換
用
オ
ム
ツ
な
ど
。
講
座
内
容
に
よ
り

持
ち
物
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
し
込
み　

３
月
18
日
㈪
以
降
、
電
話

で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

平
成
25
年
度
山
本
鼎
記
念
館

美
術
教
室
受
講
生
募
集

　

版
画
、
洋
画
、
木
彫（
農
民
美
術
）を
基

礎
か
ら
学
べ
る
講
座
で
す
。

●
受
講
期
間　

４
月
〜
12
月
の
毎
月
２
回

（
全
16
回
・
8
月
は
休
講
）

●
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
ま
た
は
、

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

山
本
鼎
記
念
館

◇
初
心
者
コ
ー
ス

●
教
室
名
／
講
師　

洋
画
Ａ
／
大
井
喜き

久く

氏（
東
信
美
術
会
員
）、木
彫
Ａ
／
前
期
・

中
村
実み
の
る

氏
、
後
期
・
鈴
木
良よ
し

知と
も

氏（
両

氏
と
も
長
野
県
農
民
美
術
連
合
会
員
）

◇
経
験
者
コ
ー
ス

●
教
室
名
／
講
師　

洋
画
Ｂ
／
宮
下
倬た
く

實み

氏（
東
信
美
術
会
員
）、木
彫
Ｂ
／
前
期
・

清
水
義よ
し

博ひ
ろ

氏
、
後
期
・
徳
武
忠ち
ゅ
う

造ぞ
う

氏（
両

氏
と
も
長
野
県
農
民
美
術
連
合
会
員
）

◇
初
心
者
・
経
験
者
コ
ー
ス

●
教
室
名
／
講
師　

版
画
／
若
林
文
夫
氏

（
版
画
家
・
信
州
版
画
協
会
員
）

◇
共
通
事
項

●
定
員　

各
20
名（
先
着
順
）

●
受
講
料　

４
０
０
０
円（
16
回
分
。
開

講
日
に
徴
収
。
道
具
代
・
材
料
代
は
要

別
途
実
費
）

●
申
し
込
み

　

３
月
９
日

㈯
〜
20
日

（
水
・
祝
）

に
電
話
、

ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
山

本
鼎
記
念

館
へ（
13

日
㈬
は
休

館
）。

　

山
本
鼎
記
念
館

　
　

TEL
／
FAX
22
・
２
６
９
３

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
新
規
教
室

参
加
者
募
集

　

平
成
25
年
度
の
新
規
教
室
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
教
室
／
日
時　

①
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
／
毎

週
火
曜
日
午
後
１
時
〜
２
時
、
②
マ
マ

シ
ェ
イ
プ
エ
ア
ロ（
子
ど
も
と
一
緒
に

行
う
リ
ズ
ム
体
操
・
マ
マ
向
け
ダ
ン
ス
）

／
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
、
③

コ
リ
オ
ス
パ
イ
ラ
ル（
手
の
ひ
ら
サ
イ

ズ
の
ボ
ー
ル
を
使
い
ほ
ど
よ
く
筋
肉
を

刺
激
す
る
運
動
）／
毎
週
水
曜
日
午
後

７
時
15
分
〜
８
時
15
分
、
④
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
／
第
１
・
３
金
曜
日
午
前
10
時

〜
11
時
、
⑤
ジ
ャ
ズ
体
操
／
第
２
・
４

金
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
、
⑥
ボ
ク
シ

ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
／
毎
週
金
曜
日
午

後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分
、
⑦
テ
ニ
ス

／
４
月
〜
12
月
の
毎
週
水
曜
日
午
後
７

時
〜
９
時

●
場
所　

①
〜
⑥
下
堀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
、
⑦
古
戦
場
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
対
象　

①
③
④
⑤
ど
な
た
で
も
、
②

原
則
親
子
参
加（
マ
マ
一
人
の
参
加
も

可
）、
⑥
中
学
生
以
上
、
⑦
小
学
４
年

生
以
上

●
定
員　

①
〜
⑥
各
30
名
、
⑦
20
名
。
い

ず
れ
も
先
着
順
。

●
参
加
費　

年
会
費
４
０
０
０
円（
小
・

中
学
生
・
60
歳
以
上
は
３
０
０
０
円
）

参
加
費
４
０
０
０
円（
10
回
分
）

※
初
め
て
の
参
加
者
は
無
料
体
験
可

●
申
し
込
み　

３
月
11
日
㈪
以
降
、
初
回

開
催
日
前
日
ま
で
に
電
話
、
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局
へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ

　
　

TEL
／
FAX
26
・
５
３
２
０

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

募
集

＜広告欄＞

こどもたちの彫刻コンクール作品募集

　美ヶ原高原美術館では、未来を担う子供たちが、
芸術に関心を持ち、豊かな創造性や感性を育むこと
を目的に、「第12回こどもたちの彫刻コンクール」応
募作品展の立体造形作品を募集します。
　平成14年から開催しているこのコンクールには、
毎年、県内外の小・中学生が制作した400点を超える
立体造形作品が応募されています。
　テーマ、素材は自由です。子どもたちのユニーク
な発想で制作した力作をお待ちしています。
●募集対象　小・中学生
●募集部門　小学生低学年の部、小学生高学年の部、

中学生の部
●募集作品　原則として未発表の立体造形作品
　　　　　　（１人または１グループ１点）
　　　　　　・大きさ／高さ50㎝×幅50㎝×奥行き50㎝以内
　　　　　　・重量／20㎏以内
　　　　　　・素材／自由（ただし運搬および展示中に破損・変形しない

ものに限ります）
　　　　　　※大きさ、重量が規定を超える作品は選考対象外となります

ので、ご了承ください。
●賞　金賞・銀賞・銅賞（各部門１点）、特別賞（全部門から４点）、入賞（各

部門から数点）
　　　※出品者全員に美ヶ原高原美術館の招待券を進呈します。
●募集期間　３月１日㈮～31日㈰
●応募方法　応募票（美ヶ原高原美術館ホームページからダウンロード可）

に必要事項を記入のうえ、作品を送付してください。
●作品送付先　〒380-8633　長野市岡田町131-7
　　　　　　　長野放送内「こどもたちの彫刻コンクール事務局」宛
●作品展　４月25日㈭～11月15日㈮に原則として応募全作品を美ヶ原高原

美術館内「こども美術館」で展示します。
　長野放送内「こどもたちの彫刻コンクール事務局」
　　　　　　　　　TEL026･227･3000（月～金午前10時～午後５時30分）
　　 産業観光課　TEL85･2828

小学生低学年の部
第11回金賞
「バショウカジキを釣
る僕」
田
た

垣
がき

哲也さん

小学生高学年の部
第11回金賞
「一球にかける想い」
茅野涼

りょう

平
へい

さん

中学生の部
第11回金賞
「太古から未来へ」
鎌田優

ゆう

人
と

さん

集募
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講
座
・
教
室
／
募
集

健
康
生
き
が
い
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

　

中
高
年
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く

り
を
支
援
す
る
人
材
養
成
講
座
で
す
。

●
日
時　

４
月
13
日
・
27
日
、
５
月
11
日
・

25
日
、
６
月
８
日
・
22
日
の
土
曜
日
午

後
０
時
30
分
〜
５
時
※
初
回
の
み
、
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

20
名（
最
少
開
催
人
数
５
名
）

●
参
加
費　

２
万
５
０
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

●
申
し
込
み　

３
月
11
日
㈪
〜
３
月
31
日

㈰
に
申
込
書（
市
内
公
民
館
・
図
書
館

に
有
り
。
健
康
・
生
き
が
い
開
発
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ

Ａ
Ｘ（
62
・
３
２
７
６
）で
長
野
県
健
康

生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議

会
東
信
支
部
へ
。

　

長
野
県
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
協
議
会
東
信
支
部（
関
田
）

　
　

TEL
38
・
４
３
１
５

介
護
予
防
体
操

●
期
日
／
場
所　

３
月
14
日
㈭
／
高
齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
３
月
15
日
㈮
／
市
之

瀬
公
民
館（
武
石
）、
３
月
18
日
㈪
／
真

田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
３
月
19
日
㈫

／
丸
子
長
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

午
前
11
時
〜
正
午

●
申
し
込
み　

不
要（
参
加
費
無
料
）

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

募
集

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

農
家
の
お
手
伝
い
さ
ん
を

募
集
し
ま
す

　

農
家
の
手
伝
い
を
す
る
ア
グ
リ
サ
ポ
ー

タ
ー
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
農
業
に

興
味
の
あ
る
方（
未
経
験
者
歓
迎
）、
余
暇

を
活い

か
し
て
農
作
業
を
し
て
み
た
い
方

は
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
22
日
㈮
午
前
10
時
〜　

●
場
所　
Ｊ
Ａ
農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
会

議
室（
殿
城
）

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

学
校
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

授
業
中
落
ち
着
き
が
な
く
、
席
を
離
れ

る
こ
と
が
多
い
な
ど
、
特
別
に
配
慮
が
必

要
な
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
対
象
と
し

た
、
学
習
や
生
活
面
の
支
援
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

次
の
条
件
を
満
た
す
方

①
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の
方

②
市
内
の
小
学
校
で
無
償
の
活
動
が
で
き

る
方（
要
普
通
自
動
車
運
転
免
許
）

③
学
校
の
教
育
活
動
に
関
心
と
意
欲
が
あ

り
、
発
達
障
が
い
な
ど
に
関
す
る
知
識

が
あ
る
方

●
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３

月
31
日（
相
談
の
う
え
決
定
）

●
活
動
内
容　

授
業
時
間
中
の
学
習
支

援
、
校
内
活
動
時
間
の
付
き
添
い
、
見

守
り
な
ど
の
生
活
支
援
。
小
学
校
か
ら

の
希
望
に
応
じ
て
、
時
間
帯
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
の
都
合
に
合
わ
せ
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
し
込
み　

3
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
書（
学
校

教
育
課
お
よ
び
各
地
域
教
育
事
務
所
に

有
り
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

学
校
教
育
課
へ
。

●
そ
の
他　

謝
金
や
交
通
費
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し

ま
す（
保
険
掛
金
は
教
育
委
員
会
で
負

担
）。

　

活
動
中
に
知
り
得
た
個
人
情
報
に
つ
い

て
は
、
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

上
田
市
消
防
団

新
入
団
員
募
集

　

消
防
団
は
、
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動

だ
け
で
な
く
、
地
震
や
風
水
害
の
自
然
災

害
が
発
生
し
た
際
に
、
住
民
の
避
難
誘
導

や
救
出
活
動
を
行
う
な
ど
、
私
た
ち
が
安

全
で
安
心
な
生
活
を
送
る
う
え
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
団
体
で
す
。

　

消
防
団
員
は
、
普
段
は
自
分
の
職
業
や

学
業
を
持
ち
な
が
ら
、
平
常
時
に
は
地
域

の
防
火
・
防
災
の
た
め
、
警
戒
巡
視
や
予

防
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
防
災
リ
ー

＜広告欄＞
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市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。
ダ
ー
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」と
い

う
郷
土
愛
を
も
っ
て
一
緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
皆
さ
ん
の
入
団
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
身
分
／
入
団
資
格　

非
常
勤
の
特
別
地

方
公
務
員
／
18
歳
以
上
で
、
市
内
に
在

住
ま
た
は
、
在
勤
・
在
学
の
方
。

●
公
務
災
害
補
償　

消
防
団
活
動
中
に
負

傷
な
ど
を
し
た
場
合
の
補
償
制
度
が
あ

り
ま
す
。　

●
被
服
の
貸
与　

消
防
団
活
動
に
必
要
な

活
動
服
な
ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。　

●
退
職
報
償
金　

消
防
団
員
と
し
て
５
年

以
上
従
事
し
た
場
合
、
退
団
の
際
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

上
田
市
消
防
団
事
務
局（

消
防
総

務
課
内
）　

TEL
26
・
０
１
１
９

時
代
と
郷
土
の
特
色
を
示
す
素
朴
な
や
き
も
の

「
染そ
め

屋や

焼や
き

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　

今
で
も
、
市

内
に
は
土
蔵
な

ど
に
古
い
大
き

な
水
が
め
を
保

管
し
て
い
る
お

宅
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
市
立
博

物
館
の
染
屋
焼

コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、「
原げ
ん

初し
ょ

的
な
手
法
で
作

ら
れ
た
実
用
陶

器
」と
い
う
こ

と
で
国
の
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
つ
ぼ
、
か
め
類
46
点
、

す
り
鉢
や
金
魚
鉢
、
灯
ろ
う
な
ど
を
含
め
て
66
点
が
収
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

染
屋
焼
は
、
全
体
的
に
厚
ぼ
っ
た
く
、
が
っ
し
り
し
て

い
て
素
朴
な
つ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
粘
土
の
ひ
も
を
輪

の
形
に
巻
き
な
が
ら
積
み
上
げ
る
ヒ
モ
ツ
ク
リ
と
い
う

工
法
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
焼
き
上
げ
て
い
る
時
に
粘
土

中
の
鉄
分
が
溶
け
出
し
た
り
、
燃
料
の
松
の
灰
が
ふ
り
か

か
っ
た
も
の
に
よ
っ
て
、
自
然
の
上う
わ

薬ぐ
す
り

の
作
用
を
し
て
独

特
の
色
彩
と
光
沢
を
出
し
ま
す
。
江
戸
時
代
に
常と
こ

滑な
め

か
ら

職
人
を
招
い
て
技
術
指
導
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

長
野
県
は
、
瀬
戸
、
常
滑
、
美み

濃の

が
あ
る
愛
知
県
や
岐

阜
県
な
ど
の
焼
き
物
の
産
地
に
隣
接
し
て
い
ま
す
が
、
高

い
山
に
阻は
ば

ま
れ
て
い
る
た
め
、
江
戸
時
代
の
後
期
ま
で
県

内
の
各
地
に
多
く
の
窯
が
造
ら
れ
、
大
き
な
や
き
も
の
は

地
元
で
焼
か
れ
て
い
ま
し
た
。
染
屋
焼
は
、
神
科
や
上
沖

と
呼
ば
れ
る
土
地
の
粘
土
を
用
い
て
、
現
在
の
染
屋
浄
水

場
の
傾
斜
地
に
窯
を
設
け
て
焼
か
れ
て
い
ま
し
た
。
最
も

多
く
焼
か
れ
た
の
は
水
が
め
で
、
庶
民
の
暮
ら
し
を
支
え

た
日
用
雑
器
が
主
な
も
の
で
し
た
。
近
代
に
は
、
排
水
土

管
の
製
造
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
初
期
に
は
窯
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
郷
土
の
文
化
と
時
代
の
特
色

を
示
す
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

染屋焼のつぼと小つぼ

＜広告欄＞
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募
集

市
民
農
園
の

利
用
者
募
集

　

市
内
に
あ
る
市
民
農
園
の
空
き
区
画
の

新
規
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

●場所
地　区 所　　在 募集数
新田 染谷丘高等学校北側 １
諏訪形２ 諏訪形浄水場北側 ５
下之条 下之条公民館北側 ２
神川 神川地区公民館北側 １
下室賀１ ひばりヶ丘

自治会館西側
１

下室賀２ ２
常磐城１ 上田警察署南側 ４
常磐城２ １
上田原１ 県営上田野球場東側 １

※
所
在
地
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
農
政
課
窓
口
で
確
認
で
き
ま
す
。

●
利
用
料　

１
区
画（
約
１
０
０
㎡
）５
０

　

０
０
円
／
年

●
申
込
方
法　

３
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話

ま
た
は
農
政
課
へ
。
申
込
み
多
数
の
場

合
は
、
３
月
26
日
㈫
午
後
６
時
か
ら
市

役
所
南
庁
舎
５
階
３
・
４
会
議
室
で
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

長
野
い
の
ち
の
電
話

相
談
員
募
集

　

長
野
い
の
ち
の
電
話
は
、
自
殺
予
防
を

目
的
と
し
た
相
談
電
話
で
す
。
相
談
員
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
自
殺
の
危
機
に
あ
る

人
や
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
持
っ
た
人
の
電
話

相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談
員
に
な
る
た
め

に
は
研
修
を
受
け
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

●
対
象　

次
の
条
件
を
満
た
す
方

①
平
成
25
年
５
月
２
日
現
在
で
23
歳
以
上

65
歳
以
下
の
方

②
５
月
〜
平
成
26
年
10
月
の
毎
月
第

１
・
３
金
曜
日
に
、
長
野
市
内
で
開
催

さ
れ
る
研
修
に
参
加
で
き
る
方

③
相
談
員
に
認
定
後
、
定
期
的
に
長
野
市

内
で
の
電
話
相
談
に
当
た
れ
る
方
、
研

修
に
参
加
で
き
る
方

●
研
修
費　

４
万
円

●
申
込
期
限　

４
月
15
日
㈪

●
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
の
ほ
か
、

応
募
動
機
、
自
己
形
成
史
な
ど
の
提
出

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
事
務
局
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
法
人
長
野
い
の
ち
の
電
話

事
務
局

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
５
・
１
０
０
０

科
学
研
究
費

助
成
金
の
募
集

　

県
内
の
自
然
科
学
を
研
究
す
る
個
人
お

よ
び
団
体
を
対
象
に
交
付
す
る
平
成
25
年

度
助
成
金
申
請
を
募
集
し
ま
す
。

●
交
付
部
門

・
第
１
部
／
一
般（
第
２
部
お
よ
び
第
３

部
以
外
の
者
）お
よ
び
大
学
院
生（
学
生

は
除
く
）

・
第
２
部
／
小
・
中
学
校
お
よ
び
高
等
学

校
の
教
員（
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

校
の
教
員
を
含
む
）

・
第
３
部
／
大
学
・
短
大
・
高
等
専
門
学

校
の
教
員
お
よ
び
研
究
者
、
研
究
所
・

試
験
場
な
ど
の
研
究
者

※
各
部
と
も
大
学
・
短
大
・
高
等
専
門
学

校
の
講
師
以
上
の
者
は
除
く
。

●
助
成
金
額　

30
万
円
以
内

●
申
請
期
限　

５
月
10
日
㈮
消
印
有
効

●
そ
の
他　

要
項
な
ど
の
詳
細
は
㈶
長
野

県
科
学
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
科
学
振
興
会
事
務
局（
県
教

育
委
員
会
文
化
財
・
生
涯
学
習
課
内
）

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
４
３
７

平
成
25
年
度

計
量
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

実
際
に
小
売
店
な
ど
で
購
入
し
た
食
料

品
の
内
容
量
を
調
査
計
量
し
、
そ
の
実
情

を
確
認
し
て
自
ら
の
消
費
生
活
に
役
立

て
、
ま
た
計
量
啓
発
事
業
に
参
加
し
、
計

量
に
関
す
る
知
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
25
年
度
計
量
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

●
委
嘱
期
間　

委
嘱
の
日
〜
平
成
26
年
３

月
31
日

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
食
料
品
関
係

の
販
売
業
に
携
わ
っ
て
い
な
い
方

●
申
し
込
み　

４
月
１
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
商
工
課
へ

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

浦
野
南
団
地
は
、
平
成
９
年
に
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
が
95
区
画

の
分
譲
地
、
集
会
所
、
公
園
な
ど
を
整
備
し
、
現
在
、
51
戸
が
入
居

し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
に
は
、
団
地
住
民
で
浦
野
南
団
地
自
治
会

を
設
立
し
、
今
年
で
５
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

同
自
治
会
で
は
、
気
軽
に
遊
べ
る
公
園
を
住
民
一
体
で
整
備
し
た

い
と
、
今
年
度
、
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
に
応
募
し
ま
し

た
。
前
自
治
会
長
の
林
芳
彦
さ
ん（
左
写
真
の
後
列
左
）は
、「
こ
れ
ま

で
は
、
年
２
回
程
度
の
草
刈
り
し
か
や
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
雑

草
が
生
い
茂
り
ベ
ン
チ
や
遊
具
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
団
地
の
唯
一
の
財
産
で
あ
る
公
園
を
整
備
し
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
一
緒
に
楽
し
め
る
拠よ

り
所
に
し
た
か
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
６
月
に
鉄
棒
と
ポ
ー
ル
時
計
を
設
置
、
７
月
に
ベ
ン

チ
の
ペ
ン
キ
塗

り
、
９
月
に
は

公
園
の
一
角
に

築
山
造
成
と
芝

生
張
り
作
業

を
行
い（
下
写

真
）、
ま
た
、
全
世
帯
参
加
に

よ
る
草
刈
り
を
３
回
実
施
し

ま
し
た
。
作
業
を
中
心
に
な
っ

て
取
り
ま
と
め
る
元
自
治
会

長
の
今
佐
津
雄
さ
ん（
左
上
写

真
の
前
列
左
）は
、「
子
ど
も
に

時
間
が
分
か
る
場
所
で
遊
ん

で
欲
し
い
と
、
公
園
に
ど
う
し

て
も
時
計
を
設
置
し
た
か
っ

た
。
近
く
の
保
育
園
児
が
遠
足
に
来
て
く
れ
る
よ
う
な
魅
力
的
な
公

園
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
団
地
に
少
し
で
も
入
居
者
が
増

え
た
ら
い
い
で
す
ね
」と
い
い
ま
す
。

　

自
治
会
長
の
塩
入
一
夫
さ
ん（
上
写
真
の
前
列
右
）は
、「
団
地
に

は
、
第
二
の
人
生
を
送
ろ
う
と
移
り
住
ん
で
き
た
人
や
、
周
辺
地
域

の
第
二
世
代
が
新
居
を
構
え
る
な
ど
年
齢
の
幅
が
広
く
、
こ
れ
ま
で

は
、
ま
と
ま
っ
て
一
つ
の
こ
と
を
や
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

公
園
整
備
に
よ
り
世
代
を
越
え
て
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

も
知
恵
を
出
し
様
々
な
こ
と
を
企
画
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

住
民
手
作
り
で
公
園
整
備
を
行
い

世
代
間
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

浦野南団地自治会

浦野南団地自治会では、わがま
ち魅力アップ応援事業の自治会
を対象とした、個性あるふるさ
とづくり事業の採択を今年度受
け、「浦野南団地公園魅力アップ
整備事業」を行っています。草
刈りや芝生張り、ベンチのペン
キ塗りなど、自治会員誰もが気
軽に、また、自主的に参加でき
る作業を行うことで、世代を越
えた交流を図ってきました。来
年度は、公園内に、地域の子ど
もたちが花を植栽し育てるため
の花壇の設置や、高齢者がマ
レットゴルフを楽しめるコース
作りなどの公園整備を行う予定
です。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

塩し
お

入い
り

一か
ず

夫お

さ
ん　

林は
や
し

芳よ
し

彦ひ
こ

さ
ん　

今こ
ん

佐さ

津つ

雄お

さ
ん　

沼ぬ
ま

澤ざ
わ

昭し
ょ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん

＜広告欄＞



四ツ葉ス
ケッチ

　１月26日、信州国際音楽村ホールこだ
まで、和太鼓グループ「鬼

おん

太
で

鼓
こ

座
ざ

」メンバー
として15年に渡り活動を続け、現在はソ
ロ奏者として国内外で活躍する壱

いち

太
た

郎
ろう

さ
んの新春叩

たた

き初め公演がフルート奏者の
kanaさんをゲストに迎え華やかに開催さ
れました。
　壱太郎さんは、演奏の合間に「この木造
ホールの柔らかくすばらしい音の響きは他
では味わえないもので、演奏できることを
楽しみにしていました。ここに来ると若い
頃、この近くの故糸川英

ひで

夫
お

先生のお宅にお
世話になりながら、練習したことを思い出
します。今日は糸川先生への想いを込めて
創
つく

った曲『はやぶさ』も演奏します」と話し、
勇ましく力強い演奏で観客を魅了しまし
た。
　当日は、信州・丸子太鼓「鼓

こ

城
じょう

」もゲスト参
加し、最後の演奏曲では三者共演で、新春を
祝う創作楽曲「開運」が演奏されました。
　来場者の金子和夫さん（石井）は、「華や
かな新春の門出にふさわしい、迫力ある演
奏でした。体に響き渡る大きな和太鼓の演
奏は、本当に運を呼び込んでくれるような
感じでした」と話していました。

運
を
呼
ぶ
和
太
鼓
！
新
春
叩
き
初
め

壱
太
郎
公
演
に
信
州
・
丸
子
太
鼓「
鼓
城
」が
参
加

　

１
月
19
日
、
中
央
公
民
館
で
上
田
市

防
災
講
座
が
開
催
さ
れ
、
１
４
０
人
の

参
加
者
が
市
内
の
震
災
予
測
な
ど
の
講

演
を
聴
き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
市
民
へ
の
防
災
知
識

の
普
及
拡
大
を
図
る
た
め
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、
信
州
大
学
理
学
部
名
誉

教
授
の
塚
原
弘
昭
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
県
内
の
活
断
層
と
上
田
地
域
の
震
災

予
測
」と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

演
で
は
、
上
田
市
に
近
い
糸
魚
川
静
岡

構
造
線
断
層
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０
の
地
震
が

発
生
す
る
と
、
上
田
地
域
で
は
最
大
震
度
６
強（
長

野
県
北
部
地
震
の
栄
村
と
同
程
度
）と
な
り
、
家
屋

の
全
壊
・
半
壊
な
ど
大
き
な
被
害
が
出
る
こ
と
や
、

糸
魚
川
静
岡
構
造
線
断
層
に
よ
る
大
地
震
の
発
生
確

率
は
、
今
後
30
年
以
内
に
14
％
と
、
国
内
の
陸
上
の

断
層
で
は
最
も
高
い
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
、
参
加
者

は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
塚
原
氏
は
、
大

地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
予
測
は
不
可
能
だ
が
、
地

震
後
の
生
活
な
ど
を
再
建
す
る
力
を
地
域
や
住
民
組

織
が
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
講
演
を
結
び
ま
し

た
。

　

講
演
を
聴
い
た
市
村
芳よ
し

紹つ
ぐ

さ
ん（
藤
之
木
）は
、「
上

田
に
絞
っ
て
、
活
断
層
の
有
無
や
地
震
が
起
き
る
か

ど
う
か
な
ど
話
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
参
考
に
な
り

ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市内の震災予測などを講演
上田市防災講座
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　真田地域の商工業者でつくる幸村街道会による恒
例の豆まきが２月３日に行われました。
　初めに武士や忍者などに扮

ふん

した会員が地域内の高
齢者や障がい者の福祉施設を訪れ、元気な掛け声と
ともに豆をまいて一年の無病息災を願いました。入
居している皆さんは、「お元気ですか」と声を掛けら
れ福豆やみかんを手渡されると「ありがとう」「また
来てくれたね」と明るい笑顔になっていました。
　幸村街道会会長の堀内幸

ゆき

孝
たか

さん（荒井）は、「この
活動も19回目となった。これからも地域の皆さん
に喜んでもらえる活動を続けたい」と話していまし
た。
　豆まきの会場となった「新鮮市真田」前では、そ
ばだんごの入った特製の幸村鍋が振る舞われたほ
か、ゆるキャラ「ゆきたん」と劇団TOKYO BOWZの
パフォーマンスも行われました。引き続き行われた
豆まきも大盛況で、年女として櫓

やぐら

の上から豆をまく
ことを昨年から楽しみにしていたという岡嶋美

み

空
く

さ
ん（傍陽小学校５年）は、「はじめてで緊張したけれ
ど楽しく豆まきができた。家族みんなが元気ですご
せる年にしたい」と笑顔でした。

　

１
月
18
日
、
武
石
小
学
校
で

ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

各
学
年
混
合
の
班
に
分
か
れ
、

各
班
の
児
童
が
学
年
別
に
対

戦
し
、
班
の
合
計
枚
数
で
勝
負

を
し
ま
す
。
校
内
放
送
を
使
っ

て
札ふ
だ

が
読
ま
れ
る
と
、
班
の
仲

間
か
ら
の
声
援
を
受
け
、
札
を

探
す
目
も
真
剣
で
す
。
見
事
に

カ
ル
タ
を
取
る
と
、
う
れ
し
そ

う
に
取
っ
た
カ
ル
タ
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
１
年
生

の
滝
沢
葵あ
お
い

さ
ん
は
、「
初
め
て

だ
っ
た
け
ど
、
た
く
さ
ん
取
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」は
、
地
域
の
歴
史
を
学
び
、
郷
土
を
知
り
、

郷
土
を
愛
す
る
心
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
、
昭
和
62
年
度
に
、
地
域

の
伝
統
行
事
や
自
然
・
文
化
財
な
ど
を
学
ん
だ
成
果
を
カ
ル
タ
に
ま
と

め
、
全
校
児
童
で
制
作
し
た
も
の
で
、
カ
ル
タ
遊
び
を
と
お
し
て
、
作

ら
れ
た「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」は
、
現
在
も
大
切
に
詠う
た

い
継
が
れ
て
い
ま

す
。

ふるさとカルタ大会

伝統文化でふるさと学習

幸
村
街
道
会
が
福
祉
施
設
を
訪
問

元
気
な
声
に
笑
顔
が
広
が
る
豆
ま
き
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（　）内は外国人の人数です。
人口：161,823人　　男：79,122人　　女：82,701人　　世帯数：65,276世帯
　　　（3,587人）　　　　（1,690人）　　　（1,897人）

人の動き（平成25年２月１日現在）

　

長
野
大
学
の
古
田
ゼ
ミ
で
は
、
山
口
大
根
の
会
に
協
力

し
、
山
口
大
根
を
使
っ
た
お
や
き
を
一
堂
に
集
め
た
イ
ベ

ン
ト
を
、
１
月
20
日
に
松
尾
町
フ
ー
ド
サ
ロ
ン
で
開
催
し

ま
し
た
。
山
口
大
根
は
、
市
内
山
口
地
区
で
江
戸
時
代
か

ら
栽
培
さ
れ
、
信
州
の
伝
統
野
菜
に
認
定
さ
れ
て
い
る
貴

重
な
在
来
種
で
す
。

　

古
田
ゼ
ミ
で
は
８
年
前
か
ら
山
口
大
根
の
商
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
お
や
き
と
い
え
ば
信
州
を
代
表

す
る
伝
統
食
で
す
が
、切
り
干
し
大
根
の
お
や
き
の
具
は
、

ほ
と
ん
ど
県
外
産
だ
と
知
り
、
学
生
が
切
り
干
か
ら
上
田

産
の「
山
口
大
根
お
や
き
」を
作
れ
ば
、
信
州
上
田
の
新
名

物
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、

市
の
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
を
活
用
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

山
口
地
区
で
栽
培
し
た
大
根
を
市
内
の
製
造
所
に
頼
ん

で
切
り
干
し
に
し
て
も
ら
い
、
菓
子
組
合
を
通
じ
て
市
内

の
菓
子
店
に
お
願
い
し
、
当
日
は
５
店
舗
の
お
や
き
屋
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、
生
地
や
味
の
異
な
る
お
や
き
が
並
ぶ

イ
ベ
ン
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
お
い
し
い
」と
い
う
評
価
が
多
く
得
ら
れ
、
市
内
４
店
舗

で
は
こ
れ
か
ら
も
山
口
大
根
お
や
き
を
実
際
に
販
売
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
山
口
大
根
の
知
名
度

は
、
市
内
の
方
に
比
べ
、
県
外
か
ら
来
た
方
に
は
低
か
っ

た
の
で
、
今
後
も
伝
統
野
菜
山
口
大
根
の
普
及
活
動
を
続

け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

山
口
大
根
お
や
き
大
集
合
！

記
事
投
稿
／
長
野
大
学
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
古
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

災害や安全・安心に関する情報をいつでも、どこでも

緊急情報はメール配信で
登録は、次のアドレスに空メールを送るか、
右の二次元バーコードをご利用ください。
mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
　  秘書課　TEL23・5149 登録アドレス

ご意見をお寄せください
「広報うえだ」へのご意見・ご要望などを
お寄せください。▲

郵送　〒386・8601　住所不要　上田市秘書課宛▲

TEL　23・5149　

▲

FAX　23・5241▲

Eメール　koho@city.ueda.nagano.jp
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